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⽮板で気球を上げたい！⾼校⽣の想いが実現化
YAD によるアウトドアイベント開催

　11月19日、長峰公園で高校生団体「YAITA ALL 
DIRECTIONS（YAD）」がOUTDOOR FESを開催しました。
このイベントは高校生が主体となり市内外事業者・ボ
ランティアなどの協力のもと、気球搭乗体験やツリー
クライミングなどのアウトドア体験を実施したもので、
今年で３回目の開催となります。
　参加した方は「矢板で気球に乗れるなんて思ってもい
なかった。高校生たちに感謝したい」と話しました。

速い、⾼い。これが９秒台 ⁉
桐⽣選⼿かけっこ教室で⼩学⽣が “世界” を体感
　
　11月19日、矢板市体育館で桐生  祥秀選手の「かけっ
こ教室＆トークショー」が開催されました。日本生命相
互会社宇都宮支社が主催し県内初開催されたもので、市
内外から約100人の小学生が参加しました。参加者か
らは「桐生選手のジャンプ力や走る速さに驚いた。世界
レベルは想像以上だった」などの感想が聞かれました。
　アジア大会の銀メダルが回覧されたトークショーでは、
メダルを手に目を輝かせる参加者の姿が印象的でした。

7 チームが初冬の町を駆け抜ける
第 66 回塩⾕地区駅伝競⾛⼤会開催
　
　12月 3日、塩谷地区駅伝競走大会が行われ、本市
から 2チーム 18人の選手が代表として選出され、２
市２町９区間を走り抜けました。力走を見せた第 4
区千野根  友輝選手が区間賞を獲得、5カ年出場をし
た森  隆人選手が表彰を受けました。
　横塚監督は「選手全員が地域の代表として諦めるこ
となく襷をつなぎ続けてくれた。沿道からの温かい声
援にも感謝しています」と大会を振り返りました。

⼈と⼈、⼈と現場を機械がつなぐ
強⼒タッグでデジタル防災訓練を実施
　
　12月 6日、国土交通省・県・市・（一社）栃木県測
量設計業協会、NEXCO 東日本参加のもと、デジタル
防災訓練が行われました。大雪により国道４号をはじ
め市内各所で事故や通行止めなどの被害が出た状況を
想定し、Webでつながった市などの関係機関がリアル
タイムで仮想の災害現場を確認しながら、対策を講じ
ました。現場の確認にはドローンや四足歩行ロボット
も駆使され、人×デジタルの先進的な訓練となりました。

①関係機関と現場をWebでつなぎ対応を協議
②国土交通省の対策本部車も出動
③階段を上る四足歩行ロボット。立入禁止区域などで活躍➋

➌

➊

⽮板地区・⽚岡地区の地域⼒をカタチに
冬の⾵物詩・駅前イルミネーションスタート

　矢板駅・片岡駅前で、それぞれ点灯式が行われ、（一
社）矢板市観光協会・KATAOKA BASE をはじめとす
る地域の皆さんのご協力により、今年もイルミネー
ションが灯されました。ぜひ、冬の澄んだ空気に映え
るイルミネーションを楽しみにおでかけください。
　点灯時間／17：00～23：30
　点灯期間／～ 1月 12日（金）まで＠矢板駅前
　　　　　   ～ 2 月 18日（日）まで＠片岡駅前

片岡駅西口

矢板駅西口

片岡駅東口

栃⽊県統計協会名誉会⻑表彰
扇町⼆丁⽬の今平  豊⼆さんが受賞

　12月5日、市役所で統計功績者表彰伝達式が行わ
れました。今平さんは、平成27年より国勢調査・経済
センサス活動調査・農林業センサスなど、計12回の各
種基幹統計調査に従事され、統計行政の推進に多大な
貢献をされたことが認められ今回の受賞となりました。
　市長は「プライバシー意識の高まりやアパート世帯へ
の対応など調査が難しくなる中でご協力いただき感謝し
ている。今後の活躍を期待しています」と話しました。
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⽕事と犯罪、年末年始はご⽤⼼
警察と消防団が合同で市内をパトロール

　12 月 11 日、市内全域で年末恒例の防火・防犯パ
トロールが実施されました。市の防災拠点でもあるイ
ケポス池田キッズハウスで出発式が行われ、消防団の
車両とパトカーが、防火・防犯を呼びかけ市内を巡回
しました。
　参加した消防団員は「パトカーとの同行で、一層の
周知が図れたと思う」と話しました。乾燥する時期が
続きます。火のもとにはご用心を。

○

３年連続、もりもりブックスに寄附
市内⼩中学⽣に⼼温まる本のプレゼント

　12月 8日、市役所で寄附贈呈式が行われ木幡在住
の森  純一様・珠江様ご夫妻から寄附金 50 万円が贈
られました。森様からの寄附は今年で３回目となり、
今年度も市立小中学生が利用する学校電子図書館「と
もなりライブラリー」内で読むことのできる電子書籍
購入費用として活用させていただきます。
　森様は、「来年も再来年も矢板市の発展のために貢
献できる活動を続けていきたい」と話しました。 （左から）齋藤市長、森  純一様、森  珠江様、ともなりライブラリー館長ともなりくん

さらなる農業振興と地域創⽣を⽬指して
塩野⾕農協と包括連携協定を締結

　12月 8日、市役所で塩野谷農業協同組合と本市と
の包括連携協定締結式が行われました。この協定は、
両者が相互に連携を図り、双方が有するネットワーク
などの資源を活用し、農業振興や地域の安全・安心の
強化に取り組むことで地方創生のさらなる推進を図る
ことを目的として締結されたものです。
　荒井代表理事組合長は、「市とより一層の連携を図り
共に活力ある地域づくりに取り組みたい」と話しました。

（左から）三堂地副市長、齋藤市長、塩野谷農業協同組合  荒井代表理事組合長、
同大澤常務理事、同宮﨑矢板地区営農経済センター長

次回以降にも期待が膨らむ
かごしま国体⼊賞選⼿が活躍を報告

　12月8日、かごしま国体で入賞した市内在住の選手
たちが市長を表敬訪問しました。ソフトボールで見事優
勝した笹原選手は、「昨年度の４位から今回は優勝するこ
とができた。１年間のがんばりが報われた」と感想を話
してくれました。入賞者の皆さん、おめでとうございます。

（左から）齋藤市長、笹原 允選手、町井 大隼選手、関 智博選手
特別国民体育大会：ソフトボール成年男子　優勝　笹原 允さん
特別全国障害者スポーツ大会：陸上 800ｍ、1,500 ｍ優勝　加治佐 博昭さん
陸上ソフトボール投げ準優勝、砲丸投げ 4位　関 智博さん
卓球 3位　町井 大隼さん

＊今大会は、大会規定により、「国体」が「特別国民体育大会」として開催さ
れているため、その表記を引用しています。

✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨✨
○

泉保育所、「もったいない」から学びを創出
環境省「環境教育優良動画 100 選」に選定

　12月8日、定例記者発表で泉保育所は、制作動画「子
どもと取り組む SDGs」が環境省の「環境教育・ＥＳ
Ｄ（持続可能な開発のための教育）実践動画 100 選・
学校教育部門において県内で唯一選ばれたことを発表
しました。市長は「泉保育所は、来年 4月から泉複
合施設に移転することで、多世代交流が増える。来年
以降は、地域の皆さんとともに取り組む SDGs 活動へ
と発展させていきたい」と話しました。
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＃映えスポット＃⽮板武記念館
あんどんと和傘で作った光の庭園が⼈々を魅了

　12月 17日から 24日まで、矢板武記念館庭園で「あ
んどん＆和傘イルミネーション」が開催されました。
和風の庭園に出現した映えスポットに、多くの写真愛
好家や親子が夢中でカメラを向ける姿が見られました。
参加した親子は「想像以上にきれいだった。なかなか
訪れない記念館にも足を運ぶきっかけになる。地元の
偉人を身近に感じることもできた」と好感触。年末の
恒例イベントになりそうな予感も。

ヴェルフェ⽮板、⽬指せ⽇本⼀！
U-12、３年連続全国⼤会へ

　12 月 14 日、 市役所で JFA 第 47 回全日本 U-12
サッカー選手権大会県予選を無失点で優勝し、3年連
続 5度目となる全国大会へ出場するヴェルフェ矢板
U-12・fl eur のみなさんの表敬訪問がありました。
　中村主将は「ベンチメンバーも含め、選手一丸となっ
て一戦一戦を大切に戦っていきたい。これまでの成績
はベスト 16。成績を塗り替えられるよう気合を入れ
て挑みたい」と決意を表明しました。

○

⾃分らしく⽣きるために
市と連携し、「終活」の悩みに寄り添います

　12 月 18 日、市役所で株式会社鎌倉新書と本市と
の「終活に係る業務の支援に関する協定書」締結式が
行われました。この協定は、高齢者の終活支援に関す
るサービスを向上させるために締結したもので、今後、
終活支援冊子の配布やセミナーなどを開催し市民が抱
える「終活」の悩みに応えていきます。
　清水代表取締役会長は「民間の視点から市と協力し、
市民の終活問題をサポートしていきたい」と話しました。 （左から）齋藤市長、株式会社鎌倉新書  清水代表取締役会長

○

先輩たちと地域への感謝を胸にさらなる未来へ
⽮板⼩学校創⽴ 150 周年記念式典

　12 月 13 日、矢板小学校で創立 150 周年記念式典
が挙行されました。石塚 友章同窓会長などのあいさ
つ後、児童代表あいさつで福田 義基さんは、地域へ
の感謝を述べるとともに、先輩たちが築いてきた素晴
らしい矢板小学校の伝統をこれからもずっとずっとつ
なぎ続けていきましょうとみんなに語りかけました。
　記念公演では、矢板小学校吹奏楽部と野州轟一番太
鼓の演奏が式典に花を添えました。 部長の髙野 清藍さんが作曲した曲を演奏する 6年生吹奏楽部員

（左から）監督 福田 丞太郎さん、主将 中村 悠真さん、芳賀 幸志郎さん、半田 
束紗さん、村松  和希さん、齋藤市長

暑さを避けた栽培の⼯夫がよりおいしいお⽶に
お⽶甲⼦園 2023 で⽮板⾼校が 2 年連続⾦賞受賞

　12月13日、矢板高校農業経営科3年生が育てたお米
「縁結び」が、全国農業高校お米甲子園で昨年に引き続き、
最高金賞に次ぐ金賞を受賞し、市長を表敬訪問しました。
暑さ対策として田植えの時期をずらし、食味が落ちない工
夫をしたことなどが功を奏し、おいしいお米に育ちました。
　メンバーは「暑い中みんなで一生懸命育てた結果が
出てとてもうれしい。逃した最高金賞の受賞は来年の
後輩たちに託したい」と話しました。

⽮板中央⾼校サッカー部、⽬指せ⽇本⼀！
全国⼤会での躍進を激励、壮⾏会を開催

　12 月 12 日、矢板中央高校東泉グラウンドで全国
高校サッカー選手権大会への出場を勝ち取ったサッ
カー部を祝い、市および市内各種団体が出席し、壮行
会が行われました。
　決意表明では、「選手たちと共に県代表として精一
杯がんばりたい」と髙橋監督。「一戦一戦目の前の試
合を勝ち抜き日本一を目指す」と井上キャプテン。そ
れぞれに決意を表明しました。 （左から）齋藤市長、矢板中央高校サッカー部 髙橋監督


